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研究成果の概要（和文）：社会的行動や認知機能に関与する生体内物質の一つに、オキシトシンと呼ばれるもの
がある。近年の研究により、認知能力(注意機能)への促進的な効果や、臆病さの減少・好奇心の増加・探索行動
の増加・不安軽減・学習の促進・攻撃性の減少・友好的な交流の増加を引き起こすことが知られている。そこ
で、社会的相互作用によって分泌されるオキシトシンが、児童の認知機能や社会能力に与える影響について、唾
液検査、質問紙、認知心理課題、脳機能イメージング法などの最新の手法を組み合わせて調査した。

研究成果の概要（英文）：Oxytocin is a peptide hormone and neuropeptide which involved in social 
behavior and cognitive function.Recent research shows that Oxytocin have the effect on cognitive 
ability (attention function), decrease in cowardice, increase in curiosity, increase in exploratory 
behavior, decrease in anxiety, promotion of learning, decrease in aggression and increasing friendly
 interaction.Therefore we investigated the influence of oxytocin secreted by social interaction on 
children's cognitive function and social ability by combining the latest methods such as saliva 
survey, questionnaire, cognitive psychology task and functional brain imaging method.

研究分野：神経科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
昨今の教育現場で指摘されている学級崩壊や学力低下などの問題には、児童の持つ認知機能(注意実行・抑制)や
学習能力、社会的能力などの影響が考えられ、こうした認知機能や社会的能力には、日常生活での社会的相互作
用によって分泌されるオキシトシンの量が関係していることが報告されている。そこで、唾液検査(オキシトシ
ン)、質問紙、認知心理課題、脳機能イメージング法を組み合わせて調査し、生活環境が児に及ぼす影響につい
て明らかにした。このことにより、「読み聞かせ」が児の認知能力に対する促進的効果を示すことについて明ら
かにし、教育現場に還元できる結果が得られた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景  
 近年(1990 年代以降)教育現場では、学級崩壊や学力低下の問題が指摘されている。それらを
引き起こす様々な要因が考えられるが、教育者や学習環境以外にも児童自身の要因が考えられ
ている。例えば、授業などでおとなしくできない・注意されたことを守れない・集中力がない・
順番を待てない・社会的行動に問題がある・多動・攻撃性が高いなど、注意力や社会行動に関
する問題行動が多いことが挙げられている。 
 社会的行動・認知機能(注意力)に関与する生体内物質の一つに、オキシトシンと呼ばれるも
のがある。近年の研究により、出産や授乳などの生理機能に関与するだけでなく、社会関係の
形成や愛着行動、信頼、不安や攻撃性、ストレスへの応答性など数多くの社会的行動に関与し
ていることが明らかにされてきた(Guastella et al., 2008; Kosfeld et al., 2005）。特に生
体への経鼻および注射によるオキシトシン投与は、人の認知能力(注意機能)への促進的な効果
(Corbett et al., 2011)や、動物実験で臆病さの減少・好奇心の増加・探索行動の増加・不安
軽減・学習の促進・攻撃性の減少・友好的な交流の増加(Moberg Kerstin, 2008)を引き起こす
ことが知られている。 
 実際に、穏やかな環境や温かい人間関係は、好奇心、楽天的で創造的であること、集中力や
学習力を高めるために必要であり、ストレスにさらされている子どもは、平穏で安心感をもっ
ている子どもより学習に苦労することが知られている(Moberg Kerstin, 2008)。しかし、現代
のライフスタイルは、心身の両面で他人と親しく接触する時間が減り、児童の親も仕事やほか
の関心事に費やす時間が増えているため、子どもと一緒に座ったり、手をつないで散歩したり、
丸一日を愛する子どものために割いたりすることができていない。こうした親しいつきあいが
なければスキンシップの機会も減り、スキンシップがなければオキシトシンも減る。こうした
ことも、児童の生体ホルモン量に影響を与え、認知能力や社会性に影響を与え、問題行動を引
き起こしやすくなっていると考えられる。 
 そこで、これらの関係を明らかにし、どのような日常の生活環境がオキシトシンの濃度に関
係しており、児童の社会性や認知能力に貢献しているかを知ることは、社会問題となっている
学級崩壊などの問題に解決策を示し、科学的知見の教育現場への還元が期待できる。また、こ
の研究で得られた成果を発展させることで、より良い生活習慣の提言や家族関係、遊びや対人
スキンシップなどの介入の提案などを行い、今後の健やかな子どもの発達に貢献できると考え
る。 
 
２．研究の目的 
 昨今の教育現場で指摘されている学級崩壊や学力低下などの問題には、児童の持つ認知機能
(注意実行・抑制)や学習能力、社会的能力などの影響が考えられる。また、こうした認知機能
や社会的能力には、日常生活での社会的相互作用によって分泌されるオキシトシンの量が関係
していることが報告されている。そこで、これまで不明であった社会的相互作用によって分泌
されるオキシトシンが、児童の認知機能や社会能力に与える影響について、唾液検査、質問紙、
認知心理課題、脳機能イメージング法などの最新の手法を組み合わせて明らかにする。そして、
その成果を実際の教育現場へ還元することが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 児童期における環境要因(家庭環境・運動経験)が唾液中のオキシトシンに与える影響の検
証。 
 児童の生体ホルモンの量を計測し、生活環境(家族構成・友人関係など)や経験(運動経験・学
習経験など)との関係を調査する。その際に、質問紙による環境要因(日常の生活環境にかんす
る質問紙、共感指数、身体接触量、動機付け、疲労など)と、内分泌指標(唾液中に含まれるオ
キシトシン・コルチゾール量)を計測し、それらの関係を調査。そして、環境要因スコアや個人
の特性を示す心理スコアと内分泌指標の相関などから、どの要因が児童のオキシトシンやコル
チゾール濃度と関連しているかを解明する。 
 
(2) 児童の環境要因が、認知機能(注意・実行機能・学習機能)に及ぼす影響の検証。 
 注意や学習機能と関連(Corbett et al., 2011)が報告されているオキシトシンの濃度と認知
機能との関連を、課題成績(注意力・抑制・学習)との相関により調査する。その際に、認知課
題の成績を測るために、Attentional Network Test(ANT)課題や Go-NoGo による行動抑制課題
を用いて測定し、その関連性を解明する。 
 
(3) 児童の唾液オキシトシン濃度が、脳機能・脳構造に与える影響の検証。 
 児童の持つ生体ホルモンの量が、認知課題遂行中の脳活動や安静時の脳活動、さらに局所の
脳容積の違いや脳内の神経走行などの脳の構造に与える影響を調査する。その際に、唾液中ホ
ルモン濃度と、MRI を用いて撮影した脳画像(脳機能・脳構造)との関連をもとに、オキシトシ
ンの認知機能や、脳の機能や構造への影響を解明する。 
 
 



 
４．研究成果 
 
(1)環境要因が唾液中のオキシトシンに与える影響の検証。 
 児童 32名から唾液のサンプルを取得し、唾液中のオキシトシンとコルチゾールの濃度と、児
童の環境・行動との関連を調査した。それぞれの被験児童に対して、室内での遊び・屋外での
遊び・絵本の読み聞かせなどの後に唾液を計測し、行動の影響と生体内分泌との関係を評価し
た。一人の被験者に対して日を変えて、反復計測を行った。その結果、室内における遊びが唾
液中のオキシトシン濃度を有意に上昇させることが明らかになり、児の内分泌系に行動が与え
る影響が明らかになった。 
 
(2) 児童の環境要因が、認知機能(注意・実行機能・学習機能)に及ぼす影響の検証。 
 児童 32名から唾液のサンプルを取得し、唾液中のオキシトシンとコルチゾールの濃度と、児
童の認知機能との関連を調査した。それぞれの被験児童に対して、室内での遊び・屋外での遊
び・絵本の読み聞かせなどの後に認知機能を計測し、行動の影響と認知機能との関係を評価し
た。この検査も、一人の被験者に対して日を変えて、反復計測を行った。その結果、絵本の読
み聞かせを行うことが、児の認知機能を有意に上昇させること、不要な反応を減らし、正しく
課題に対する反応が出来るようになるなど実行機能にもポジティブな影響を与えることが明ら
かになった。 
 
(3) 児童の唾液オキシトシン濃度が、脳機能・脳構造に与える影響の検証。 
 児童 55 名から脳画像のサンプルを取得し、唾液中のオキシトシンとコルチゾールの濃度と、
児童の脳構造との関連を調査した。その際に、唾液中ホルモン濃度や環境要因と、MRI を用い
て撮影した脳画像(脳機能・脳構造)との関連をもとに、オキシトシンや環境が認知機能に及ぼ
す影響や、脳の機能や構造への影響を解明した。体動の大きさや生体ノイズにより解析が難航
しているが、前頭葉の活動に関連した脳機能と、認知課題の正答率との間に有意な相関が見ら
れ、児の脳と行動との関連が示唆された結果が得られた。 
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